
一般質問

平成３０年（２０１８年）４月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
買
い
物
、
移
動
、
預
貯
金

管
理
な
ど
の
事
業
化
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
現
在
把
握
し
て
い
る
見
守
り
の

必
要
な
高
齢
者
は
何
人
か
。

　

嘘
特
養
な
ど
の
待
機
者
は
何
人
か
。

市
長　

臼
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
動
を
通
し
て
ニ
ー
ズ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

渦　

年　

月
末
で　

人
で
あ
る
。

２９

１２

２４７

　

嘘　

年
６
月
末
で
特
養　

人
、
グ

２９

３６７

ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

人
で
あ
る
。

３１

 
質
問　

臼
保
育
園
の
質
の
確
保
に
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

高
齢
者
の
安
心
は
守
ら
れ
る
か

保
育
、
学
童
保
育
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
で
質
の
確
保
を

監
査
が
必
要
だ
が
人
員
は
十
分
か
。

　

渦
保
育
の
質
向
上
の
た
め
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

嘘
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
増
に
見
合

う
職
員
の
増
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。

　

唄
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
市
主
体
の
監
査
実
施
に
向

け
て
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
指
導
監
査
の
実
施
に
必
要
な
基

準
の
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘　

年
前
は
担
当
職
員
３
人
で
１

１０

人
当
た
り　
人
の
児
童
と
８
施
設
を
、

３７６

　

年
度
は
担
当
職
員
４
人
で
１
人
当

２９た
り　
人
の
児
童
と
８
施
設
を
担
当
。

３９２

　

唄
現
在
、
市
の
条
例
と
厚
生
労
働

省
が
策
定
し
た
運
営
指
針
に
基
づ
き

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼　

年
度
の
保
育
園
入
園
希

３０

望
者
の
申
し
込
み
状
況
は
。

　

渦
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

に
関
す
る
理
念
は
ど
こ
に
示
さ
れ
て

い
る
か
。

　

嘘
市
立
保
育
園
の
保
育
理
念
、
目

標
は
ど
こ
に
示
し
て
あ
る
か
。

　

唄
子
ど
も
が
最
も
よ
く
生
き
る
た

め
に
市
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
。

ま
た
、
子
ど
も
の
意
向
を
把
握
す
る

た
め
に
何
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

欝
市
立
、
私
立
保
育
園
の
情
報
交

換
の
場
で
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
一
次
受
け
付
け
で
は
前
年

比　

人
減
で
あ
り
、
過
去
５
年
間
の

１４９
再
び
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た

め
担
保
さ
れ
る
べ
き
保
育
に
つ
い
て

増
加
傾
向
か
ら
減
少
に
転
じ
た
。

　

渦
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
推
進
の
基
本
理
念
を
示
し
て
い
る
。

　

嘘
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
各
園
に
掲
示
し
て
い
る
。

　

唄
市
立
保
育
園
で
は
市
の
保
育
目

標
を
踏
ま
え
て
子
ど
も
の
年
齢
に
応

じ
た
指
導
計
画
等
を
作
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
行
動
等
か
ら
成
長

す
る
力
を
読
み
取
り
、
生
き
る
力
の

基
礎
が
身
に
つ
く
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

欝
保
育
課
題
や
人
材
育
成
、
食
育

等
の
情
報
交
換
は
保
育
の
質
の
確
保

等
に
つ
な
が
る
重
要
な
機
会
で
あ
る
。

ま
た
、
園
長
会
に
市
内
を
４
つ
の
地

区
に
分
け
た
分
科
会
を
つ
く
り
、
相

互
訪
問
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
小
平
市
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク

は
あ
る
の
か
。

　

渦
ど
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
か
。

　

嘘
プ
レ
ー
パ
ー
ク
に
人
を
配
置
す

る
と
い
う
公
約
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
中
央
公
園
と
き
つ
ね
っ
ぱ

ら
公
園
に
エ
リ
ア
が
あ
る
。

　

渦
広
報
は
し
て
い
な
い
。

　

嘘
人
員
配
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。

 
質
問　

臼
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

３
号
線
の
優
先
整
備
路
線
部
分
の
整

備
状
況
は
。

全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
プ
レ
ー

パ
ー
ク
と
言
わ
れ
る
場
所
の
活
用
は

幅
員　

㍍
の
都
市
計
画
道
路
で
は

２８

な
く
、
た
か
の
街
道
の
整
備
を

　

渦
計
画
全
体
の
説
明
会
を
都
に
要

望
で
き
な
い
か
。

　

嘘
た
か
の
街
道
の
整
備
計
画
を
市

民
参
加
で
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
都
か
ら
具
体
的
な
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

渦
情
報
提
供
等
丁
寧
に
進
め
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

　

嘘
策
定
す
る
予
定
は
な
い
。

 
質
問　

臼
生
活
保
護
を
受
け
ず
生
活

保
護
基
準
以
下
で
暮
ら
す
世
帯
数
は
。

　

渦
基
準
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
を

最
小
限
に
す
る
市
の
支
援
策
は
。

市
長　

臼
推
計
で
約
５
千
百
世
帯
。

　

渦
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に

対
す
る
市
独
自
の
支
援
策
を

 
質
問　

臼
横
浜
市
瀬
谷
区
の
か
か
り

つ
け
医
と
認
知
症
専
門
医
が
連
携
す

る
仕
組
み
は
有
効
だ
が
見
解
は
。

　

渦
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
的

確
な
実
情
把
握
の
た
め
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
等
の
連

携
で
訪
問
活
動
を
実
施
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
病
院
を
中
心
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
生
活
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

り
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
が
、
今

後
見
守
り
体
制
の
一
層
の
充
実
に
向

け
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
取
り
組
み
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
に
な
っ
て
も
認
知
症
に
な
っ
て

も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

 
質
問　

臼
た
か
の
街
道
と
水
車
通
り

の
交
差
点
に
お
け
る
通
学
時
見
守
り

の
検
討
状
況
は
。

　

渦
青
梅
街
道
歩
道
に
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
未
設
置
の
部
分
が
あ
る
。
都
に
設

置
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
現
在
、
小
学
校
通
学
路

の
安
全
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
に
向
け
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
の
協
力
を
得
た
い
と
考
え
る
。　

市
長　

渦
未
設
置
場
所
は
狭
い
場
所

が
多
く
、
歩
行
者
等
の
す
れ
違
い
に

影
響
が
出
る
た
め
設
置
し
て
い
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
安
全
状
況

に
注
意
し
都
に
要
望
し
て
い
く
。

た
か
の
台
地
域
周
辺
の

安

全

対

策

に

つ

い

て

 
質
問　

臼
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

に
よ
る
投
資
額
経
費
と
売
電
額
は
。

　

渦
売
電
収
益
を
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
保
全
事
業
を
通
じ
、

市
民
に
還
元
し
役
立
て
ら
れ
な
い
か
。

　

嘘
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
に
よ
る

太
陽
光
発
電
事
業
の
導
入
や
、
包
括

的
施
設
リ
ー
ス
契
約
に
よ
る
太
陽
光

発
電
事
業
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
把
握
で
き
た
概
算
値
で　
１３

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
累
計　

施

２８

３２

設
の
総
設
置
費
用
は
５
億
６
千
８
万

９
千
６
百　

円
、
市
負
担
額
は
１
億

９８

９
千
２
百　

万
９
百　

円
、
売
電
額

８０

３３

は
４
百　
万
８
千
６
百　
円
で
あ
る
。

９２

６９

太
陽
光
発
電
日
本
一
小
平
を
目
指
し

さ
ら
に
一
歩
工
夫
し
て
前
に
進
も
う

　

渦
太
陽
光
設
備
の
設
置
に
当
た
り
、

設
置
施
設
で
の
自
家
消
費
を
前
提
と

し
て
き
た
。
売
電
収
益
は
設
置
施
設

の
維
持
管
理
費
用
に
充
当
す
る
こ
と

で
、
施
設
を
利
用
す
る
市
民
に
還
元

で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

嘘
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
に
よ
る

太
陽
光
発
電
事
業
の
導
入
は
、
都
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
契
約
期
間

　

年
以
上
が
前
提
で
、
課
題
が
あ
る
。

２０包
括
的
施
設
リ
ー
ス
契
約
は
、
リ
ー

ス
料
支
払
い
を
売
電
額
で
賄
う
こ
と

が
前
提
で
、
初
期
投
資
が
多
額
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
に
適
し
た
も
の
で

あ
る
。
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
は
、

引
き
続
き
国
や
都
の
補
助
金
等
を
活

用
し
、
先
行
自
治
体
の
事
例
等
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
市
の
公
的
広
報
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
中
に
女
性
を
性
的
対
象
物

と
し
な
い
と
い
う
項
目
は
あ
る
か
。

　

渦
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
い
職

員
に
対
し
研
修
、
意
識
啓
発
を
行
っ

て
い
る
か
。

　

嘘
子
ど
も
に
影
響
の
あ
る
、
性
を

商
品
化
し
た
有
害
図
書
へ
の
対
策
は
。

市
長　

臼
「
男
女
平
等
差
別
用
語
の

視
点
か
ら
広
報
紙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
作
成
す
る
と
き
の
視
点
」
の
中

に
女
性
を
む
や
み
に
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
に
し
な
い
と
い
う
視
点
が
あ
る
。

　

渦
必
要
な
と
き
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
り
、
市
報
等
の
作
成
研

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る

修
等
を
通
じ
周
知
し
て
い
る
。

教
育
長　

嘘
都
の
条
例
で
、
青
少
年

の
健
全
な
成
長
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
図
書
類
を
不
健
全
図
書
に
指

定
し
規
制
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
香
害
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

渦
香
害
に
つ
い
て
情
報
提
供
や
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
は
。

市
長　

臼
洗
濯
洗
剤
や
柔
軟
剤
等
が

含
む
香
料
や
香
り
成
分
等
の
化
学
物

質
が
原
因
で
不
快
感
や
健
康
被
害
を

受
け
る
香
り
の
害
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
国
や
東
京
都
な
ど
の
関
係
機
関

よ
り
情
報
収
集
す
る
と
と
も
に
情
報

提
供
、
周
知
、
啓
発
を
検
討
す
る
。

香
り
が
も
た
ら
す
害
、

香
害
の
健
康
被
害
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
職
員
の
市
内
在
住
率
は
。

　

渦
職
員
が
勤
務
時
間
外
に
地
域
活

動
に
参
画
等
す
る
こ
と
が
、
地
域
を

支
え
る
た
め
に
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

嘘
神
戸
市
等
で
採
用
し
て
い
る
地

域
貢
献
応
援
制
度
導
入
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
平
成　
年
４
月
１
日
現
在
、

２９

　

・
６
％
で
あ
る
。

３６
　

渦
多
く
の
市
民
が
地
域
活
動
に
参

画
し
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
中
で
職
員
が
参
画
等
す
る
こ
と

は
、
自
己
啓
発
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　

嘘
同
制
度
は
地
方
公
務
員
法
第　
３８

条
を
緩
や
か
に
運
用
し
た
例
で
、
現

状
で
も
規
定
の
範
囲
内
で
地
域
貢
献

職
員
に
求
め
ら
れ
る
地
域
力
を
高
め

る
た
め
の
参
画
、
貢
献
と
は
何
か

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

 
質
問　

臼
幹
線
道
路
の
歩
道
の
電
柱

は
歩
行
者
の
通
行
を
阻
害
し
て
お
り
、

無
電
柱
化
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

渦
花
小
金
井
南
中
学
校
地
域
開
放

型
体
育
館
の
現
状
は
。

市
長　

臼
無
電
柱
化
は
安
全
な
交
通

の
確
保
等
に
有
効
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
事
業
経
験
を
重
ね
、
無

電
柱
化
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

教
育
長　

渦
多
目
的
室
を
武
道
場
に

隣
接
さ
せ
一
体
利
用
を
可
能
と
し
た

ほ
か
談
話
ス
ペ
ー
ス
を
個
室
化
す
る

な
ど
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
等
を
行
っ
た
。

現
在
は
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

花
小
金
井
駅
周
辺
地
区
を
初
め
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
諸
課
題
に
つ
い
て

磯
山　

亮
議
員
（
政
和
会
）

職
員
の
地
域
力
を
高
め
る
参
画
、

貢
献
と
は
／
ま
ち
づ
く
り
の
諸
課
題

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
／

た
か
の
台
地
域
周
辺
の
安
全
対
策

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
会
）

太
陽
光
発
電
日
本
一
小
平
を
目
指
し

さ
ら
に
一
歩
工
夫
し
て
前
に
進
も
う

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

再
び
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め

担
保
さ
れ
る
べ
き
保
育
に
つ
い
て

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

高
齢
者
に
安
心
の
暮
ら
し
を
／

保
育
園
と
学
童
保
育
の
質
の
確
保
を

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
の
党
こ
だ
い
ら
）

プ
レ
ー
パ
ー
ク
／
た
か
の
街
道
の
整
備
／

生
活
保
護
世
帯
へ
の
市
の
支
援

山
﨑
と
も
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
／
香
り
の
害

葛
き
つ
ね
っ
ぱ
ら
公
園
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
エ
リ
ア


